








































































○因子「身近な自然に関わる体験」 中学生 高校生 大学生 集計（％）
驚3 草花や野草で遊んだこと（花飾りを作るなど）があるか。 65 33 110 208（6＆2）
窯鼎 木や木の実などで、何かを作ったことがあるか。 77 34 105 216（70．8）
窯㊨ 自分で草花や野菜を育てたことがあるか。 96 39 108 243（79．7）
15 畑仕事を手伝ったことがあるか。 70 30 90 190（62．3）
1㊨ 家の人または友達と水族館に行ったことがあるか。 120 51 124 295（96．7）
侶 家の人または友達と科学館に行ったことがあるか。 118 53 104 275（902）
器 図鑑を見たことがあるか。（動物図鑑、植物図鑑など） 120 51 120 291（95．4）
3⑪ 木材を使って何かを作ったことがあるか。 118 51 121 290（95．1）




66 24 66 156（51ユ）








69 29 99 197（64．6）
















○因子「自然・科学技術への知的好奇心」 中学生 高校生 人学生 集計（％）
㊨5 地震や火山や台風の被害をどう防ぐかに、興味があるか。 56 17 84 157（5L5）
㊨㊨ 病気の原因や治し方について調べることに、興味があるか。 70 28 94 192（63．0）
β7 食べるものが安全かどうかを調べることに、興味があるか。 62 31 101 194（63．6）
翻 身のまわりの物質の性質を調べることに、興味があるか。 40 10 47 97（3L8）
お3 動植物の生き方やその環境を調べることに、興味があるか。 63 23 83 169（55．4）
㊨⑪ 科学技術についてのニュースや話題に興味・関心があるか。 45 15 59 119（39。0）






































○因子「理科に対する自信」 中学生 高校生 大学生 集計（％）
4呂 電流計の操作に自信があるか。 51 10 27 88（2＆9）
49 電圧計の操作に自信があるか。 50 10 25 85（27。9）
4㊨ 顕微鏡の操作に自信があるか。 52 24 71 147（482）
47 メスシリンダーの操作に自信があるか。 78 17 54 149（48．9）
45 ガスバーナーの操作に自信があるか。 69 28 67 164（53．8）
41 小学校の時、理科に自信があったか。 55 20 64 139（45．6）


















○因子「理科への好感度」 中学生 高校生 大学生 集計（％）
駆 理科の学習は、面白いと思うか。 72 26 98 196（643）
2 今、理科は好きか。 65 26 65 156（51ユ）
54 学校で、理科をもっとくわしく学習したかったか。 45 14 67 126（41．3）
1 小学校の時、理科は好きだったか。 73 32 91 196（643）
55 学校で、高度な理科の観察実験をしたがったか。 53 24 42 119（39．0）
3 観察が好きか。 71 31 78 180（59．0）
5⑪ 理科で学ぶことに、役立つことは多いと思うか。 86 35 110 231（75．7）
















○因子「数学への好感度」 中学生 高校生 大学生 集計（％）
5 数学が好きか。 48 30 61 139（45。6）
9 基礎問題より、応用問題が好きか。 24 8 36 68（22．3）
縁 文章を読んで式を立てる問題が好きか。 13 8 43 64（21．0）
嚇 計算問題が好きか。 53 30 65 148（4＆5）




















○因子「物づくり体験」 中学生 高校生 人学生 集計（％）




100 45 98 243（79．7）















42 16 71 129（42。3）
39 自分で考えた方法で、観察・実験をしたことがあるか。 48 14 47 109（35。7）
3融 結果を予想して、観察・実験をしたことがあるか。 67 30 89 186（61．0）
37 不思議に思ったことを、自分で確かめてみたことがあるか。 57 31 75 163（53。4）
《警察》
　上位群はなかった。下位群は、舘であった。学生の約5割弱（平均値4＆1）しか、「科学的探
究の経験」の項目で肯定的に回答しなかった。
　低い数値の項目として舘が35．7％であり、自分の考えを確かめるための観察・実験計画を立
てて追及していくということに慣れていない。また、理科の知識が十分でなく自信をもって探究
したり、態度が育っていなかったりする学生が多いからと考える。
　「科学的探究の経験：」はやや不足している調査結果から．自然事象の中から問題をみつけ検証
可能な問いを立てて、探究する過程で自分なりの新しい発見をすることや新しい知識を得られる
経験を増やしていくことが必要であると考える。
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⑧各因子との関連．及び全体を通しての考察
　荒井ら紛の「自然事象から変数を抽出する能力に影響を及ぼす諸要因の因果モデル」構造分
析によれば、「科学的探究の経験」「物づくり体験」及び「理科に対する自信」は「自然・科学技
術への知的好奇心」と「理科への好感度」から影響を受け、「物づくり体験」は「科学的探究の
経験」と「理科に対する自信」に影響を与え、「科学的探究の経験」は「理科に対する自信」に
影響を与えながら、最終的に「身近な自然に関わる体験」と「数学への好感度」に影響を与えて
いるとの報告がある。
　本実態調査の結果を基に検討してみると、「「理科への好感度（59。7）」「物づくり体験（703）
は比較的に高いが、「自然・科学技術への知的好奇心（45。4）」「科学的探究の経験（4＆1）」が低
いことから．「理科に対する自信（41．1）」が低くなってしまっている。』と読み取ることができ
る。学生自身に「仮説を立てて、探究的な学習に取り組む」姿勢をつくるためには、「知的好奇
心」と「自信」が重要であることが分かった。
4　おわりに
　専門教育科目「理科研究」の課題を探った結果、①「自然・科学技術への知的好奇心」を掘り
起こしたり「科学的探究の経験」を増やしたりする演習を取り入れること、②観察・実験技能に
対する自信を中心に、「理科に対する自信」をつけるための演習を取り入れること、以上の取り
組みをすることによって「理科に関する学習」の実態を補うことができるものと考える。具体的
に、どんな素材を教材化したり教具を活用したりするかについては、今後の研究課題としたい。
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